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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体、および前記本体に取り付けられた第１の可撓性チューブ、を有する内視鏡をクリ
ーニングすると共に滅菌するための内視鏡プロセッサにおいて、
　作業ハウジングと、
　前記作業ハウジングに取り付け可能で、前記作業ハウジングから取り外し可能なエンク
ロージャであって、前記作業ハウジングから取り外される時に潜在的に汚染性の微生物が
侵入しないよう密封されており、前記第１の可撓性チューブが前記内視鏡の前記本体から
垂直方向下方へ垂れ下がった状態の向きで前記内視鏡を受け入れるよう構成されており、
液体入口、および液体出口を含む、エンクロージャと、
　を具備し、
　　前記作業ハウジングは、
　　前記エンクロージャが前記作業ハウジングに取り付けられると、前記エンクロージャ
の前記液体入口に連結されるポンプ出口、および前記エンクロージャが前記作業ハウジン
グに取り付けられると、前記エンクロージャの前記液体出口に連結されるポンプ入口、を
有する少なくとも１つの液体ポンプを含んでおり、それにより、液体を前記エンクロージ
ャ中に循環させる、循環システム、
　　前記ポンプと結合された滅菌流体の供給源、ならびに、
　　前記ポンプが前記滅菌流体を含む流体を前記エンクロージャ中に循環させるようにす
るために滅菌手順を制御するようプログラムされた制御システム、
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　　を含み、
　前記エンクロージャは、
　下方へ垂れ下がった前記内視鏡の前記第１の可撓性チューブを受け入れるための第１の
下方へ延びる空間と、
　前記第１の下方へ延びる空間とは分離されていて、前記内視鏡本体に取り付けられた第
２の可撓性チューブを下方へ垂れ下がった状態で受け入れるための第２の下方へ延びる空
間と、
　を含み、
　前記内視鏡は、前記第１の下方へ延びる空間と前記第２の下方へ延びる空間との間で支
持面に載り、
　滅菌手順中に前記支持面を動かすために運動手段が設けられ、それにより閉塞を減少さ
せ、
　圧力下で流動中の液体が、前記運動手段によって用いられて前記支持面の運動を生じさ
せる、
　内視鏡プロセッサ。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　前記支持面は、回転する、内視鏡プロセッサ。
【請求項３】
　請求項１記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　洗浄流体源、
　を更に具備し、
　前記制御システムは、洗浄手順を制御し、次に滅菌手順を制御するようプログラムされ
ている、
　内視鏡プロセッサ。
【請求項４】
　請求項１記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　前記エンクロージャは、前記内視鏡内の１つまたは２つ以上の内腔に液体を供給するた
めに一連の連結部を更に有している、内視鏡プロセッサ。
【請求項５】
　請求項１記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　受け入れるための前記空間に連結可能であり、受け入れるための前記空間内の滅菌剤を
蒸発させることができる真空ポンプ、
　を更に具備する、内視鏡プロセッサ。
【請求項６】
　請求項１記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　前記滅菌流体は、過酢酸、または過酸化水素を含む、内視鏡プロセッサ。
【請求項７】
　本体、および前記本体に取り付けられた第１の可撓性チューブ、を含む内視鏡を滅菌し
、前記内視鏡を滅菌形態で貯蔵する方法において、
　前記第１の可撓性チューブが前記内視鏡の前記本体から垂直方向下方へ垂れ下がった状
態の向きで前記内視鏡をエンクロージャ内に配置し、前記エンクロージャを周囲環境から
密封するステップと、
　前記エンクロージャを作業ハウジングに取り付けるステップと、
　前記作業ハウジングから前記エンクロージャ中に滅菌流体を含む液体を循環させて前記
内視鏡を滅菌するステップと、
　前記エンクロージャを前記作業ハウジングから外し、前記内視鏡が再び使用される準備
ができるまで前記作業ハウジング内に前記内視鏡を滅菌形態で貯蔵するステップと、
　を具備し、
　前記エンクロージャは、第１の下方へ延びる空間、および前記第１の下方へ延びる空間
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から隔離された第２の下方へ延びる空間、を含み、
　前記方法は、
　前記第１の可撓性チューブを下方へ垂れ下がった向きで前記第１の下方へ延びる空間内
に配置するステップと、
　前記内視鏡の前記本体に取り付けられた第２の可撓性チューブを下方へ垂れ下がった向
きで前記第２の下方へ延びる空間内に配置するステップと、
　を更に具備し、
　前記第１の下方へ延びる空間と前記第２の下方へ延びる空間との間で支持面に前記内視
鏡を載せるステップと、
　前記エンクロージャ中に前記滅菌流体を含む.前記液体を循環させる前記ステップを実
施しながら、前記支持面を動かし、これにより前記支持面での閉塞を減少させるステップ
と、
　を更に具備し、
　圧力下の液体が、前記支持面の運動を生じさせるよう用いられる、
　方法。
【請求項８】
　請求項７記載の方法において、
　前記支持面は、回転する、方法。
【請求項９】
　請求項７記載の方法において、
　前記エンクロージャ中に前記滅菌流体を含む前記液体を循環させる前記ステップに先立
って、洗浄流体を含む液体を前記エンクロージャ中に循環させるステップ、
　を更に具備する、方法。
【請求項１０】
　請求項７記載の方法において、
　前記内視鏡内の１つまたは２つ以上の内腔中に前記滅菌流体を含む前記液体の流れを差
し向けるステップ、
　を更に具備する、方法。
【請求項１１】
　請求項７記載の方法において、
　受け入れるための前記空間内の圧力を減少させて前記滅菌流体を蒸発させるステップ、
　を更に具備する、方法。
【請求項１２】
　請求項１１記載の方法において、
　前記滅菌流体は、過酸化水素、または過酢酸を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【開示の内容】
【０００１】
〔発明の背景〕
　本発明は、内視鏡の洗浄および除染に関する。
【０００２】
　内視鏡を自動的に洗浄すると共に除染する装置が存在する。これら装置は一般に、自動
化内視鏡リプロセッサ（ＡＥＲ）と呼ばれている。そのような装置の１つが、２００４年
６月２４日に公開された米国特許出願公開第２００４／０１１８４１３号明細書（第´４
１３号出願公開明細書）に示されており、この米国特許出願公開を参照することにより、
その開示内容を本明細書の一部とする。典型的なＡＥＲは、内視鏡がコイルの状態で収納
され、クリーニングおよび殺菌または滅菌のための溶液が流入するベイスンを含む。典型
的には、流体を圧力下で洗浄および殺菌のためのチャネルにもたらすために個々の連結部
が内視鏡に設けられた種々のコネクタに形成される。手技の終わりに、内視鏡をベイスン
から取り出す。したがって、内視鏡がこの手順で完全に滅菌された場合であっても、ベイ
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スンからのその取り出しにより、その滅菌性が損なわれる恐れがある。
【０００３】
　内視鏡をコイルの状態でカセット内に収納するシステムが開発され、このカセットを次
に処理のためにベイスン内に配置する。カセットをＡＥＲから取り出す際、内視鏡は、カ
セット内でその滅菌性を保つ。これについては、米国特許第５，５３４，２２１号明細書
を参照されたい。なお、この米国特許を参照することにより、その記載内容を本明細書の
一部とする。しかしながら、このようなカセットは、大抵の内視鏡の長期間貯蔵には適し
ていない。内視鏡の内部構造が精巧なので、内視鏡を長期間にわたってコイル状態のまま
にしておくことは有害な場合がある。
【０００４】
〔発明の概要〕
　本発明の内視鏡プロセッサは、本体、および本体に取り付けられた第１の可撓性チュー
ブを有する内視鏡をクリーニングすると共に滅菌するものである。内視鏡プロセッサは、
作業ハウジング、および作業ハウジングに取り付けたり取り外したりすることができるエ
ンクロージャを含み、エンクロージャは、作業ハウジングからの取り外し時に潜在的に汚
染性の微生物が侵入しないよう密封されている。エンクロージャは、第１の可撓性チュー
ブが内視鏡本体から垂直方向下方へ垂れ下がった状態の向きで内視鏡を受け入れるような
形状、寸法および向きになっている。エンクロージャは、液体入口、および液体出口を含
む。作業ハウジングは、エンクロージャを作業ハウジングに取り付けると、エンクロージ
ャの液体入口に連結されるポンプ出口、およびエンクロージャを作業ハウジングに取り付
けると、エンクロージャの液体出口に連結されるポンプ入口を有する少なくとも１つの液
体ポンプを含み、それにより液体をエンクロージャ中に循環させる、循環システムを含む
。滅菌流体源が、ポンプと結合され、制御システムが、ポンプが滅菌流体を含む液体をエ
ンクロージャ中に循環させるようにするために滅菌手順を制御するようプログラムされて
いる。
【０００５】
　好ましくは、エンクロージャは、下方へ垂れ下がった内視鏡の第１の可撓性チューブを
受け入れるための第１の下方へ延びる空間と、第１の下方へ延びる空間とは分離されてい
て、内視鏡本体に取り付けられた第２の可撓性チューブを下方へ垂れ下がった状態で受け
入れるための第２の下方へ延びる空間と、を含む。好ましくは、受け入れ空間は、内視鏡
の寸法および形状にぴったりと合うような寸法および形状のものである。
【０００６】
　好ましくは、内視鏡は、第１の下方へ延びる空間と第２の下方へ延びる空間との間で支
持面に載り、滅菌手順中支持面を動かすために運動手段が設けられ、それにより支持面と
内視鏡との間の閉塞を減少させる。液体がエンクロージャ内を流れていると仮定すると、
例えば支持面の回転を引き起こすよう圧力下で流動している液体を用いることにより支持
面の運動を生じさせることが好ましい。運動を生じさせるために機械的手段、例えばモー
タも使用できる。
【０００７】
　好ましくは、内視鏡プロセッサは、洗浄流体源を含み、制御システムは、洗浄手順を制
御し、次に滅菌手順を制御するようプログラムできるようになっている。
【０００８】
　好ましくは、エンクロージャは、処理中、液体を内視鏡内の１つまたは２つ以上の内腔
に供給するための一連の連結部を更に含む。
【０００９】
　本発明の一特徴では、受け入れ空間に連結可能であり、受け入れ空間内の滅菌剤を蒸発
させることができる真空ポンプが設けられる。過酢酸または過酸化水素を含む滅菌流体が
、液体による滅菌に有用であり、かかる滅菌流体は、真空ポンプを用いて滅菌剤を蒸発さ
せ、滅菌蒸気を生じさせる場合に特に有用である。
【００１０】
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　本体および本体に取り付けられた第１の可撓性チューブを有する内視鏡を滅菌し、内視
鏡を滅菌形態で貯蔵する方法が、内視鏡を第１の可撓性チューブが内視鏡本体から垂直方
向下方へ垂れ下がった状態の向きでエンクロージャ内に配置し、エンクロージャを周囲環
境から密封するステップと、エンクロージャを作業ハウジングに取り付けるステップと、
滅菌流体を含む液体を作業ハウジングからエンクロージャ中に循環させて内視鏡を滅菌す
るステップと、エンクロージャを作業ハウジングから外し、内視鏡が再び使用される準備
ができるまで内視鏡を滅菌形態で作業ハウジング内に貯蔵するステップと、を有する。
【００１１】
〔図面の詳細な説明〕
　図１は、制御ヘッド１２およびこの制御ヘッド１２から延びる可撓性挿入チューブ１４
を有する内視鏡１０を示している。導管コード（umbilical cord）１６が制御ヘッド１２
を灯ハウジング（light housing）１８に連結している。空気チャネル２０および水チャ
ネル２２が、制御ヘッド１２内で第１のキャビティ２４と交差している。これらチャネル
は、第１のキャビティ２４から挿入チューブ１４へ延びて互いに交差し、それにより一体
となった空気兼水チャネル２６を形成し、このチャネル２６は、挿入チューブの遠位端２
８まで延びている。吸引チャネル３０が、制御ヘッド１２内の第２のキャビティ３２から
挿入チューブへ延び、生検または器具チャネル３４と交差して、一体となった吸引兼生検
チャネル３６を形成し、このチャネル３６は、遠位端２８まで延びている。
【００１２】
　これらチャネルはまた、制御ヘッド１２から導管コード１６を通って灯ハウジング１８
まで延びており、その部分では、これらチャネルは、これらの符号にプライム記号（′）
を添えて示されている。空気チャネル２０′は、第１のキャビティ２４から延びて灯ハウ
ジング１８に設けられたポート３８で終端している。水チャネル２２′は、第１のキャビ
ティ２４から延びて灯ハウジング１８に設けられたポート４０で終端している。吸引チャ
ネル３０′は、第２のキャビティ３２から延びて灯ハウジング１８に設けられたポート４
２で終端している。
【００１３】
　弁機構体４４が、第１のキャビティ２４および第２のキャビティ３２内に嵌まって、内
視鏡１０の作動中、空気の流れ、水の流れおよび吸引力を制御する。クリーニングおよび
滅菌中、弁機構体は、取り外されて、内視鏡１０と共に処理のためのケージ（図１には示
さず）に入れられる。チャネルセパレータ４６が、第１のキャビティ２４および第２のキ
ャビティ３２内に挿入されて空気チャネル２０を水チャネル２２から隔離すると共に第１
のキャビティ２４および第２のキャビティ３２を包囲する。
【００１４】
　次に図２もまた参照すると、内視鏡プロセッサシステム１００が示されている。この内
視鏡プロセッサシステムは、各々が内視鏡１０を処理するよう構成された複数個の独立の
キャビネット１０２を含む。状態灯（status lights）１０４または他の指示器が好まし
くは各キャビネット１０２に設けられ、キャビネットに内視鏡１０が装入されているかど
うか、処理が完了しているかどうか、および処理が首尾よく完了したかどうかの状態、な
らびにオペレータに有用である可能性のある他の情報を示す。キャビネット１０２の操作
を容易にするために取手１０６およびキャスタ１０８が設けられている。
【００１５】
　次に図３もまた参照すると、キャビネット１０２は、主ハウジング１１０に連結され、
この主ハウジングは、流体ポンプ１１２、真空ポンプ１１４、および関連の循環用配管１
１３を収容している。キャビネット１０２の内部は、内視鏡受け入れ空間１１６であり、
この内視鏡受け入れ空間は、内視鏡の導管コード１６を受け入れる第１の垂下したキャビ
ティ１１８および内視鏡挿入チューブ１４を受け入れる第２の垂下したキャビティ１２０
を有している。好ましくは、内視鏡は、受け入れ空間１１６内にぴったりと嵌まるであろ
う。多くの内視鏡は、長さが１メートル以上の可撓性チューブを有し、従って、キャビネ
ット１０２は、これらを受け入れるのに十分な高さのものであるべきである。キャビネッ
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ト１０２に設けられた供給連結部１２２が、ハウジング１１０に設けられた出口連結部１
２４に連結され、キャビネット１０２に設けられた戻り連結部１２６が、ハウジング１１
０に設けられた入口連結部１２８に連結される。供給連結部１２２および戻り連結部１２
６は各々好ましくは、自動閉鎖型のものであり、従って、ハウジング１１０から外される
とこれら連結部が閉鎖状態のままであって、受け入れ空間１１６が密封状態のままである
ようになっている。
【００１６】
　供給マニホルド１３０が、供給連結部から、内部空間１１６に流体を供給する弁１３２
まで通じていると共にチャネルコネクタ１３６に流体を供給する弁１３４まで延びている
。チャネルコネクタ１３６は、流体を内視鏡１０内のチャネルの各々に供給し、このチャ
ネルコネクタについては後で詳細に説明する。変形例として、キャビネット１０２とハウ
ジング１１０との間に複数個の連結部を設けて内視鏡１０内の各チャネルに個々の供給ラ
インによって流体を供給できるようにしてもよく、好ましくは供給ラインは各々、制御ハ
ウジング内に設けられた定容量ポンプによって制御され、循環用配管１１３から流れを引
き寄せる。内視鏡リプロセッサ内のこのような配管の例は、当業者には知られており、第
´４１３号出願公開明細書に記載されている。供給マニホルドは更に、液体を受け入れ空
間１１６に並ぶ複数個のノズル１３８まで供給する。これらノズル１３８は、内視鏡１０
全体に液体を流す能力を高め、それにより、クリーニング作用を促進するが、第１および
第２の垂下したキャビティ１１８，１２０を通る十分な流れが達成される場合、ノズル１
３８を省いてもよい。
【００１７】
　内視鏡のクリーニングおよび滅菌は、最初に、洗浄剤供給システム１４０により流れに
送られた洗浄剤および／または他のクリーニング剤を含むクリーニング液を流すことによ
り達成される。このクリーニング液は、チャネルコネクタ１３６を通って内視鏡チャネル
（即ち、空気チャネル２０，２０′、水チャネル２２，２２′、吸引チャネル３０，３０
′および生検チャネル３４）の各々の中に流れ、弁１３２を通って内部空間１１６に流入
し、そして第１および第２の垂下したキャビティ１１８，１２０を通り、そしてノズル１
３８を通って流れる。このクリーニング液は、第１および第２の垂下したキャビティ１１
８，１２０の底部から流出し、戻り連結部１２６を通ってポンプ１１２に戻る。次に、こ
のシステムは、配水管１４２を介して排液され、そして新たな濾過されたすすぎ水が水供
給システム１４４から供給される。すすぎ水は、同様に流れて排水される。新たな濾過水
が、滅菌剤供給システム１４６からの滅菌剤、例えばオルトフタルアルデヒド（orthopht
halaldehye）、グルテルアルデヒド（gluteraldehyde）、過酸化水素または過酢酸と共に
追加される。滅菌剤溶液を所望レベルの殺菌または滅菌を行うのに十分な時間循環させた
後、この滅菌剤溶液を排出し、水洗いを新たな濾過すすぎ水で行う。アルコールによるす
すぎが続いてもよい。好ましくは、空気供給システム１４８からの清浄な濾過空気をこの
システムを通って吹き込んで内視鏡１０、内視鏡のチャネルおよび受け入れ空間１１６を
乾燥させる。好ましくは、表示装置および入力装置１５１を有するコントローラ１４９が
、このようなサイクルを制御する。サイクルを一般的な観点で説明するに過ぎず、当業者
に知られているであろう他の特徴、例えば連結部の完全性を検査するプロセス、チャネル
に閉塞部があるかどうかを検査するプロセス等をこのサイクルに組み込んでもよい。
【００１８】
　サイクルを促進するために真空ポンプ１１４を採用することができる。クリーニングお
よび蒸気滅菌剤を生じさせるよう蒸発可能な液体滅菌剤、例えば過酸化水素または過酢酸
への暴露後、真空ポンプ１１４を用いて受け入れ空間１１６内の圧力を下げて液体滅菌剤
を蒸発させ、それにより内視鏡１０を乾燥させると共に内視鏡を滅菌蒸気に当てることが
できる。温度、圧力、過酸化物の量および濃度、ならびにポンプダウン速度は、全体的効
率に影響を及ぼす。約６６６．６１Ｐａ（約５トル）～約１３３３．２２Ｐａ（約１０ト
ル）の圧力および約３０℃～４５℃の温度が望ましい。このようなプロセスの詳細は、米
国特許第５，８５１，４８５号明細書および米国特許第６，０３０，５７９号明細書に見
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られ、これら米国特許を参照することにより、これらの記載内容を本明細書の一部とする
。特に、低圧までポンプで排出する場合、真空ポンプ１１４およびキャビネット１０２か
ら別々のラインおよび連結部を設けると共に、例えば１２４，１２８で他の連結部を閉じ
る機能を提供し、それにより受け入れ空間１１６内の真空を維持するのに必要な密封を単
純化することが望ましい場合がある。
【００１９】
　次に図４もまた参照すると、キャビネット１０２は、開いたコンパートメント１５０の
外部に配置された位置（図４）から、供給連結部１２２が出口連結部１２４と結合し、戻
り連結部１２６が入口連結部１２８と結合し、他の電気的接続および他の流体接続が行わ
れるコンパートメント１５０の内部の位置（図３）までキャスタ１０８で動く。好ましく
は、キャビネット１０２は、温度および圧力に関するセンサ、ならびに弁１３２，１３４
および灯１０４を作動させる電気的接続部を収容すると共にキャビネット内に設けるのが
望ましいであろう他の電気的装置を収容している。内視鏡１０のシースの完全性をポート
１５４を介して検査するために空気供給連結部１５２を設けることができ、このポートは
、内視鏡のシースの内部の空間に通じている。
【００２０】
　ヒンジ１５６およびラッチ１５８を有するサイドドア１５４を通って内視鏡１０を受け
入れ空間１１６内に装入することができる。ドア１５４の周りに設けられたシール１６０
は、サイクルの洗浄部分および液体滅菌部分から液体が漏れ出るのを防ぐと共にサイクル
の真空部分が用いられた場合にはこのサイクルの真空部分中に空気が流入するのを阻止す
る。このシールはまた、滅菌プロセス後に内視鏡１０の滅菌性を維持し、潜在的に汚染性
の微生物の侵入を阻止する。
【００２１】
　次に図５もまた参照すると、チャネルコネクタ１３６は、内視鏡１６４の制御ヘッド１
６２内に嵌め込まれた状態で詳細に示されている（内視鏡１６４の構造は、チャネルの配
設場所が内視鏡１０とは僅かに異なっているが、その他の点においては、一致し、同様な
用語がその説明に用いられることに注目されたい。本発明は、一般的な使用向きであるこ
とが意図されており、各内視鏡は、独自の構造およびチャネル配置状態を有する）。チャ
ネルコネクタ１３６は、制御ヘッド１６２の第１のキャビティ１６８および第２のキャビ
ティ１７０内にぴったりと嵌まるよう構成された本体１６６を有し、複数本のチャネルが
この本体を貫通して設けられている。第１の本体部分１７２が、第１のキャビティ１６８
に嵌まり込み、第２の本体部分１７４が、第２のキャビティ１７０に嵌まり込んでいる。
第１のチャネル１７６は、第１の本体部分１７２を通り抜けて内視鏡１６４の挿入チュー
ブ１８０内に設けられた水チャネル１７８と交差している。第２のチャネル１８２が、第
１の本体部分１７２を通り抜けて空気チャネル１８４と交差している。第３のチャネル１
８６が、第１の本体部分１７２を通り抜けて空気チャネル１８４′の導管コード１８８の
部分と交差している（チャネルの導管コード１８４の部分はプライム記号を付けて示され
ていることに注目されたい）。第４のチャネル１９０が、第１の本体部分１７２を通り抜
けて水チャネル１７８′と交差している。第５のチャネル１９２が、第２の本体部分１７
４を通り抜けて吸引チャネル１９４と交差し、第６のチャネル１９６が、第２の本体部分
１７４を通り抜けて吸引チャネル１９４′と交差している。
【００２２】
　第１から第６のチャネル１７６，１８２，１８６，１９０，１９２，１９６は各々、弁
１３４の下流側で供給マニホルド１３０に直接連結されるか、または中間チューブを介し
て連結される。好ましくは、単一の供給マニホルド１３０ではなく、チャネルコネクタ１
３６内のこれらチャネルの各々についてハウジング１１０内の個々のポンプに連結された
個々のラインおよび連結部がキャビネット１０２に設けられる。また、これら連結部に加
えて、大抵の内視鏡は、別個の生検チャネル１９８および関連のコネクタ２００、ならび
に追加の連結部、例えば、当該技術分野において知られている連結チューブ２０２を有す
る。コネクタが或る特定の流れ条件、例えば、高い流量下で連結部表面から遠ざかって閉
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塞を制限するフラップを有する、例えば係属中の米国特許出願第１１／１４１，４３１号
明細書において教示された非閉塞型連結部が好ましく、この特許出願は、参照することに
より本明細書に組み込まれる。
【００２３】
　プロセス中に生じる閉塞を減少させることが、望ましい。チャネルコネクタ１３６をサ
イクル中ところどころで内方に動かしたり外方に動かしたりする場合、このチャネルコネ
クタが第１のキャビティ１６８および第２のキャビティ１７０に接触する領域は、クリー
ニングおよび滅菌流体と接触する。このような運動をもたらす機械的手段、例えば、モー
タおよびこれに連結されたリンク装置を設けることができる。しかしながら、キャビネッ
トが貯蔵ならびにクリーニングおよび滅菌のために用いられ、しかも一般的なユーザがこ
れらの内視鏡の各々について別々のキャビネットを望む場合があるので、キャビネット１
０２の費用を最小限に保つ要望に鑑みて複雑さを制限することが好ましい。
【００２４】
　チャネルコネクタ１３６の運動により閉塞を減少させる機能を効率よく利用するため、
流動中の流体に含まれるエネルギーを用いてこのような運動を生じさせ、それにより追加
の高価な機器を不要にすることが望ましい。受け入れ空間１１６の一部を形成する表面２
０６とチャネルコネクタ１３６との間に設けられたばね２０４が、チャネルコネクタ１３
６を第１のキャビティ１６８および第２のキャビティ１７０の内方に押圧する。チャネル
コネクタのチャネルを通る余分の流れが、チャネルコネクタ１３６を外方へ押圧しようと
する圧力をもたらす。かくして、チャネルを通る流れを制御することにより、チャネルコ
ネクタの位置を変化させることができる。
【００２５】
　チャネルコネクタ１３６の構造は、この能力を高めることができる。図６を参照すると
、この図６は、チャネルコネクタ１３６の第２の本体部分１７４ａ（これは複雑さが少な
い）の第１の実施形態２０８を示している。この実施形態のうちで一般的であって上述し
た部分には、符号の後にアルファベット文字“ａ”を付けて示されている。第５のチャネ
ル１９２ａは、表面２１２を有する空間２１０で終端し、このチャネルを通る流れは、表
面２１２に加わる圧力を増大させて第２の本体部分１７４ａを第２のキャビティ１７０の
外方へ押圧する。別々のチャネル２１４，２１６が、表面２２２，２２４を備えた空間２
１８，２２０で終端し、空間２１８，２２０内への流れは、第２の本体部分１７４ａを外
方へ押圧する傾向がある。環状位置決めフランジ２２８，２３０および外側本体部分２３
２を貫通して設けられた開口部２２６は、吸引による閉塞を生じないで外方への運動を可
能にする。
【００２６】
　図７もまた参照すると、添え字“ｂ”を備えた状態の別の形態が、別々のチャネル２１
４，２１６ではなく、チャネル１９６ｂを用いており、このチャネル１９６ｂは、表面２
３６を備えた空間２３４内に開口し、それにより、この空間を通る流れを可能にして第２
の本体部分１７４ｂを外方へ押圧する圧力を生じさせる。通常の洗浄の流れは、ばね２０
４の力に打ち勝つには十分ではなく、増量した流れが、ばね２０４の力に打ち勝って本体
部分１７４ｂを外方へ動かすのに十分な圧力を生じさせる。
【００２７】
　図８もまた参照すると、別の閉塞源が、内視鏡１０と、第１の垂下したキャビティ１１
８と第２の垂下したキャビティ１２０との間の接触面２４０（図３）との間で生じる。別
の場所では、これらキャビティを通る流体の運動が、連続した閉塞を阻止するべきである
が、この場所は、内視鏡１０の重量を支えているので、流体の流れにもかかわらず、内視
鏡１０は、この接触面２４０に対して動くことができない。
【００２８】
　このような閉塞に関する問題を緩和するため、例えば回転接触面２４２のような手段を
採用できる。回転接触面２４２は、羽根２４６が設けられたホイール２４４を含み、この
ホイールは、供給マニホルド１３０に連結されていて、羽根２４６に狙いを付けた噴出口
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２４８を介して押圧されて回転する。好ましくは互いに逆方向に回転する複数個の軸方向
に整列したホイール２４９，２５０（図８ａ）もまた、ホイール２４９，２５０により引
き起こされる内視鏡１０の運動を制限するよう用いることができる。このような運動を生
じさせるのに噴出口２４８ではなくモータまたは他の手段も使用できる。
【００２９】
　図９もまた参照すると、第１の回転カム２５２および第２の回転カム２５４が、それぞ
れ、内視鏡を上方および外方へ動かす。これらカムは好ましくは、モータ駆動式である。
閉塞を減少させることに加えて、これらカムはまた、チャネルコネクタ１３６がキャビネ
ット１０２にしっかりと取り付けられている場合、内視鏡１０をチャネルコネクタ１３６
に対して動かすことができる。
【００３０】
　チャネルコネクタに関する追加の開示が、米国特許出願第１１／２６３，０１０号明細
書に見受けられ、この米国特許出願を参照することにより、その開示内容を本明細書の一
部とする。
【００３１】
　本発明を好ましい実施形態に関して説明した。明らかなこととして、上述の詳細な説明
を読んで理解すると、第三者には改造例および変形例が明らかであろう。本発明は、その
ような改造例および変形例が添付の特許請求の範囲またはその等価物の範囲に含まれる限
り、それらの改造例および変形例を全て含むものと解されることが意図されている。
【００３２】
〔実施の態様〕
　本発明の具体的な実施態様は、次の通りである。
　（１）本体、および前記本体に取り付けられた第１の可撓性チューブ、を有する内視鏡
をクリーニングすると共に滅菌するための内視鏡プロセッサにおいて、
　作業ハウジングと、
　前記作業ハウジングに取り付け可能で、前記作業ハウジングから取り外し可能なエンク
ロージャであって、前記作業ハウジングから取り外される時に潜在的に汚染性の微生物が
侵入しないよう密封されており、前記第１の可撓性チューブが前記内視鏡の前記本体から
垂直方向下方へ垂れ下がった状態の向きで前記内視鏡を受け入れるよう構成されており、
液体入口、および液体出口を含む、エンクロージャと、
　を具備し、
　　前記作業ハウジングは、
　　前記エンクロージャが前記作業ハウジングに取り付けられると、前記エンクロージャ
の前記液体入口に連結されるポンプ出口、および前記エンクロージャが前記作業ハウジン
グに取り付けられると、前記エンクロージャの前記液体出口に連結されるポンプ入口、を
有する少なくとも１つの液体ポンプを含み、それにより、液体を前記エンクロージャ中に
循環させる、循環システム、
　　前記ポンプと結合された滅菌流体の供給源、ならびに、
　　前記ポンプが前記滅菌流体を含む流体を前記エンクロージャ中に循環させるようにす
るために滅菌手順を制御するようプログラムされた制御システム、
　　を含む、
　内視鏡プロセッサ。
　（２）実施態様（１）記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　前記エンクロージャは、
　下方へ垂れ下がった前記内視鏡の前記第１の可撓性チューブを受け入れるための第１の
下方へ延びる空間と、
　前記第１の下方へ延びる空間とは分離されていて、前記内視鏡本体に取り付けられた第
２の可撓性チューブを下方へ垂れ下がった状態で受け入れるための第２の下方へ延びる空
間と、
　を含む、
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　内視鏡プロセッサ。
　（３）実施態様（２）記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　受け入れるための前記空間は、前記内視鏡の寸法および形状にぴったりと合うような寸
法および形状とされる、内視鏡プロセッサ。
　（４）実施態様（２）記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　前記内視鏡は、前記第１の下方へ延びる空間と前記第２の下方へ延びる空間との間で支
持面に載り、
　滅菌手順中に前記支持面を動かすために運動手段が設けられ、それにより閉塞を減少さ
せる、
　内視鏡プロセッサ。
　（５）実施態様（４）記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　圧力下で流動中の液体が、前記運動手段によって用いられて前記支持面の運動を生じさ
せる、内視鏡プロセッサ。
　（６）実施態様（４）記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　前記支持面は、回転する、内視鏡プロセッサ。
　（７）実施態様（１）記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　洗浄流体源、
　を更に具備し、
　前記制御システムは、洗浄手順を制御し、次に滅菌手順を制御するようプログラムされ
ている、
　内視鏡プロセッサ。
　（８）実施態様（１）記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　前記エンクロージャは、前記内視鏡内の１つまたは２つ以上の内腔に液体を供給するた
めに一連の連結部を更に有している、内視鏡プロセッサ。
　（９）実施態様（１）記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　受け入れるための前記空間に連結可能であり、受け入れるための前記空間内の滅菌剤を
蒸発させることができる真空ポンプ、
　を更に具備する、内視鏡プロセッサ。
　（１０）実施態様（１）記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　前記滅菌流体は、過酢酸、または過酸化水素を含む、内視鏡プロセッサ。
【００３３】
　（１１）本体、および前記本体に取り付けられた第１の可撓性チューブ、を含む内視鏡
を滅菌し、前記内視鏡を滅菌形態で貯蔵する方法において、
　前記第１の可撓性チューブが前記内視鏡の前記本体から垂直方向下方へ垂れ下がった状
態の向きで前記内視鏡をエンクロージャ内に配置し、前記エンクロージャを周囲環境から
密封するステップと、
　前記エンクロージャを作業ハウジングに取り付けるステップと、
　前記作業ハウジングから前記エンクロージャ中に滅菌流体を含む液体を循環させて前記
内視鏡を滅菌するステップと、
　前記エンクロージャを前記作業ハウジングから外し、前記内視鏡が再び使用される準備
ができるまで前記作業ハウジング内に前記内視鏡を滅菌形態で貯蔵するステップと、
　を具備する、方法。
　（１２）実施態様（１１）記載の方法において、
　前記エンクロージャは、第１の下方へ延びる空間、および前記第１の下方へ延びる空間
から隔離された第２の下方へ延びる空間、を含み、
　前記方法は、
　前記第１の可撓性チューブを下方へ垂れ下がった向きで前記第１の下方へ延びる空間内
に配置するステップと、
　前記内視鏡の前記本体に取り付けられた第２の可撓性チューブを下方へ垂れ下がった向
きで前記第２の下方へ延びる空間内に配置するステップと、
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　を更に具備する、
　方法。
　（１３）実施態様（１２）記載の方法において、
　前記第１の下方へ延びる空間と前記第２の下方へ延びる空間との間で支持面に前記内視
鏡を載せるステップと、
　前記エンクロージャ中に前記滅菌流体を含む前記液体を循環させる前記ステップを実施
しながら、前記支持面を動かし、これにより前記支持面での閉塞を減少させるステップと
、
　を更に具備する、方法。
　（１４）実施態様（１３）記載の方法において、
　圧力下の液体が、前記支持面の運動を生じさせるよう用いられる、方法。
　（１５）実施態様（１３）記載の方法において、
　前記支持面は、回転する、方法。
　（１６）実施態様（１１）記載の方法において、
　前記エンクロージャ中に前記滅菌流体を含む前記液体を循環させる前記ステップに先立
って、洗浄流体を含む液体を前記エンクロージャ中に循環させるステップ、
　を更に具備する、方法。
　（１７）実施態様（１１）記載の方法において、
　前記内視鏡内の１つまたは２つ以上の内腔中に前記滅菌流体を含む前記液体の流れを差
し向けるステップ、
　を更に具備する、方法。
　（１８）実施態様（１１）記載の方法において、
　受け入れるための前記空間内の圧力を減少させて前記滅菌流体を蒸発させるステップ、
　を更に具備する、方法。
　（１９）実施態様（１８）記載の方法において、
　前記滅菌流体は、過酸化水素、または過酢酸を含む、方法。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明において処理できる内視鏡（先行技術）の切除図である。
【図２】本発明の内視鏡プロセッサの正面斜視図である。
【図３】図２の３－３線矢視断面図である。
【図４】図２の内視鏡プロセッサの側面斜視図であり、キャビネットのうちの１つが外に
出されている状態を示す図である。
【図５】図２の内視鏡プロセッサのキャビネットのうちの１つの中の内視鏡の詳細切除図
である。
【図６】図２の内視鏡プロセッサに用いられるチャネルコネクタの一部の切除図である。
【図７】別のチャネルコネクタの切除図である。
【図８】図２の内視鏡プロセッサのキャビネットのうちの１つの中の支持面の切除図であ
る。
【図８ａ】別の支持面の切除図である。
【図９】更に別の支持面の切除図である。
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